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が 640±170 nmの C60フラーレンナノウィスカーに対し、入射光として波長 532 nmの緑色レーザ
ー光を備えた波数分解能が約 3.5 cm-1の装置(JASCO NRS-3100)を用いて大気中でラマン分光測定
を行っている。様々な入射光のエネルギー照射密度での測定を行い、エネルギー照射密度が 5.7 × 
103 mW mm-2 以下の場合にはアモルファス化とポリマー化がほとんど起こらないことを示してい
る。著者は、入射光のエネルギー照射密度が 5.7 × 103 mW mm-2の条件下で、異なる 100本の C60
フラーレンナノウィスカーと 1 つの C60薄膜の 100 個の測定点に対して測定を 1 回ずつ行ってい














したためであると議論している。著者は C60-C70 2成分フラーレンナノウィスカーの X線回折測定












を 58~71 MPa と計算し、C60フラーレンナノウィスカーの引張強さの 6 倍程度であることを評価
している。著者は C60-C70 2成分フラーレンナノウィスカーの比強度（比強度 / 密度）はアルミナ
以上であることを見出している。また、C60-C70 2 成分フラーレンナノウィスカーの破壊靭性値は




著者は、相分離の際の C70分子の拡散の活性化エネルギーを 37.1 kJ mol-1と評価している。 
 
































 平成 30 年 4 月 19 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
